
令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議 資料２

通学路対策などのフォローアップ

１）通学路点検箇所の対策状況について
２）小学校モデル地域について
３）ゾーン30プラスについて
４）ETC2.0プローブデータのオープン化に向けた試⾏について



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （１）通学路等の安全確保の背景
・令和3年6月28⽇に千葉県⼋街市で発⽣した児童の交通死亡事故をうけ、「通学路等における交通安全
の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対策」として、全国で通学路の合同点検・対策実施を展開

・全箇所を令和8年度までに完了するよう、安推連でもフォローアップを⾏い、事業を進める。
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○ 通学路の合同点検に関する依頼R3.7.9

○ 合同点検の実施（教育委員会、学校、PTA、道路管理者、警察等）

○ 教育委員会等による対策必要箇所の抽出・対策案の作成

○ 対策の実施完了 ソフト対策を含めて対策を検討し、可能なものから速やかに実施

技術的助言

道路管理者・警察

R5年度

○ 内、恒久的な対策の実施予定箇所の未対策箇所：約2,700箇所 （静岡県内で15箇所）R6年度末時点

【課題】用地買収の難航、事業に必要な予算の確保、関係機関や地域住民との合意形成の難航

R3.6.28 ○ 千葉県八街市での交通死亡事故発生

○ 学校による危険箇所のリストアップ(対象：すべての公立小学校等)→全国で約39,000箇所

【従来の観点】
・道路が狭い
・見通しが悪い
・人通りが少ない
・人が身を隠しやすい場所が近い
・大型車が頻繁に通る

【新たな観点】
・見通しのよい道路や幹線道路の抜け道など、
車の速度が上がりやすい箇所や大型車の進入が
多い箇所
・過去にヒヤリハットの事例があった箇所
・保護者等からの改善要請がある箇所

国交省
→都道府県

→市町村(道路管理者)

文科省
→都道府県教育委員会

→市町村教育委員会

警察庁
→都道府県警察本部

→地元警察署



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （２）静岡県内における「通学路点検箇所」の状況
・「令和3年度 通学路の合同点検結果に基づく対策必要箇所」において、静岡県内の未対策箇所は9箇所。（R8.3.31時点）
・対象は静岡県（1箇所）および政令市である静岡市（6箇所）と浜松市（2箇所）、いずれの箇所においても対策検討は完了し、現在は対策を実施中。
・令和8年度末までの対策完了に向けて各道路管理者にて対策の確実な実施が図れるよう、必要に応じて安推連会議にてフォローアップを実施。
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■令和3年度 通学路の合同点検結果に基づく対策必要箇所
対策実施予定箇所 9箇所（R8.7時点）

対策推進状況完了年度要対策箇所名路線名事業主体市町村都道府県No

課題:特になし
施工:R4.4着手～R9.3完了予定

対策検討完了
(歩道整備)

R8年度静岡市葵区北番町153地先駒形井宮線政令市静岡市静岡県1

課題:特になし
施工:R4.4着手～R9.3完了予定

対策検討完了
(歩行空間整備)

R8年度静岡市葵区伊呂波町4-15地先（一）大川静岡線政令市静岡市静岡県2

課題:特になし
施工:R4.4着手～R9.3完了予定

対策検討完了
(歩行空間整備)

R8年度静岡市葵区音羽町27地先横内町東町線政令市静岡市静岡県3

課題:特になし
施工:R4.4着手～R9.3完了予定

対策検討完了
(歩道整備)

R8年度静岡市葵区千代田三丁目1-1地先千代田麻機線政令市静岡市静岡県4

課題:特になし
施工:R4.4着手～R9.3完了予定

対策検討完了
(歩道整備)

R8年度静岡市葵区松富四丁目1-68地先（主）井川湖御幸線政令市静岡市静岡県5

課題:特になし
施工:R4.4着手～R9.3完了予定

対策検討完了
(注意喚起路面標示)

R8年度静岡市清水区東大曲町6-8地先渋川妙音寺線政令市静岡市静岡県6

課題:事業費用
施工:R4年度着手 ～ R9.3完了予定

対策検討完了
(歩道設置)

R8年度浜名区引佐町花平地先（国）２５７号線政令市浜松市静岡県7

課題:事業費用
施工:R4年度着手 ～ R8.11完了予定

対策検討完了
(歩道設置)

R8年度天竜区山東地先
天竜中村７号線、（１）天竜中村曲
り線

政令市浜松市静岡県8

課題:特になし
現在R7年度分の改良工事施工中

施工:H30.4着手～R9.3完了予定

対策検討完了
(歩道設置)

R8年度
三島市文教町2丁目21-15から17-43
文教町幸原線 上岩崎公園前

市道文教町幸原線市町村三島市静岡県9

対策推進状況完了年度要対策箇所名路線名事業主体市町村都道府県No

課題:関係機関との調整
施工:R4.4着手～R8.3完了

対策検討完了
(縁石ブロックの設置)

R7年度伊東市物見が丘1041-1地先～竹の内2丁目471地先国道135号都道府県伊東市静岡県10

課題:特になし
施工:H30.4着手～R8.2完了

対策検討完了
(歩道設置)

R7年度谷田574地先市道錦田大場線市町村三島市静岡県11

課題:関係機関との調整・事業費用
施工:R7.8着手～R8.5完了

対策検討完了
(歩道設置)

R8年度黒田88-3付近1級市道黒田山本線市町村富士宮市静岡県12

課題:特になし
施工:協議完了～R8.2完了

対策検討完了
(歩道設置)

R7年度掛川市緑ヶ丘二丁目8-1～上張35-16番地付近市道杉谷久保線市町村掛川市静岡県13

課題:特になし
施工:協議完了～R8.2完了

対策検討完了
(フェンス修繕)

R7年度
旧国道1号線沿い
秋葉神社から東へ向かう土手沿い

倉真川堤防道市町村掛川市静岡県14

課題:特になし
施工:R7.7.31完了

対策検討完了
(歩道設置)

R7年度明治町：明治町公会堂町道一藤五明線市町村森町静岡県15

対策実施済箇所 6箇所（R8.7時点）



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.1 駒形井宮線 静岡市葵区北番町153地先(静岡県静岡市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.2 （一）大川静岡線 静岡市葵区伊呂波町4-15地先(静岡県静岡市)
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１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.3 横内町東町線 静岡市葵区音羽町27地先(静岡県静岡市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.4 千代田麻機線 静岡市葵区千代田三丁目1-1地先(静岡県静岡市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.5 （主）井川湖御幸線 静岡市葵区松富四丁目1-68地先(静岡県静岡市)
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１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.6 渋川妙音寺線 静岡市清水区東大曲町6-8地先(静岡県静岡市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.7 （国）257号線 引佐町花平地先(静岡県浜松市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.8 天⻯中村７号線、（１）天⻯中村曲り線 山東地先(静岡県浜松市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施予定箇所
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No.9 市道文教町幸原線 三島市文教町2丁目21-15から17-43文教町幸原線 上岩崎公園前(静岡県三島市)
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１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施済箇所
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No.10 国道135号 伊東市物⾒が丘1041-1地先〜⽵の内2丁目471地先(静岡県伊東市)
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１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施済箇所
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No.11 市道錦田大場線 谷田574地先(静岡県三島市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施済箇所
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No.12 1級市道⿊田山本線 ⿊田88-3付近(静岡県富士宮市)
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１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施済箇所
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No.13 市道杉谷久保線 掛川市緑ヶ丘二丁目8-1〜上張35-16番地付近(静岡県掛川市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施済箇所
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No.14 倉真川堤防道 旧国道1号線沿い 秋葉神社から東へ向かう⼟⼿沿い(静岡県掛川市)



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況 （３）通学路点検箇所の概要 対策実施済箇所
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No.15 町道一藤五明線 明治町︓明治町公会堂(静岡県森町)
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１）通学路点検箇所の対策状況
【参考】 「通学路等における交通安全の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対策」の概要
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１．通学路等における交通安全の確保

（１）通学路における合同点検の実施及び対策必要箇所の抽出
（２）合同点検で抽出した対策必要箇所の対策案の検討・作成
（３）子供の安全な通行を確保するための道路交通環境の整備の推進
（４）「可搬式速度違反自動取締装置」の更なる整備の推進及び効果的な速度違反取締り
（５）子供を始めとする歩行者の安全確保のための交通安全教育・指導取締り
（６）登下校時の子供の安全確保
（７）「未就学児等及び高齢運転者の交通安全緊急対策」に基づく安全安心な歩行空間の確保

２．飲酒運転の根絶

（１）安全運転管理者の未選任事業所の一掃等、飲酒運転の根絶に向けた使用者対策の強化
（２）飲酒運転の根絶に向けた交通安全教育及び広報啓発活動等の推進
（３）飲酒運転等の根絶に向けた取締りの一層の強化

（４）運送事業用自動車での飲酒運転根絶に向けた取組強化

 令和3年6月28日に八街市で発生した児童の交通死亡事故等をうけ、交通安全対策に関する関係閣僚会議が開催、
「通学路等における交通安全の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対策」を取りまとめた。

 「通学路等における交通安全の確保」については、生活道路における歩行中・自転車乗用中の死亡事故の削減と
密接に関連。

■ 「通学路等における交通安全の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対策」の骨子



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

１）通学路点検箇所の対策状況
【参考】 「通学路等における交通安全の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対策」の概要
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１．通学路等における交通安全の確保

（１）通学路における合同点検の実施及び対策必要箇所の抽出
○ 全国の市町村（特別区を含む。以下同じ。）立小学校の通学路を対象に合同点検を実施。
○ 放課後児童クラブの来所・帰宅経路についても、市町村立小学校が行う合同点検を踏まえつつ、安全点検を実施。
○ これまで危険・要注意箇所として、道路が狭い、見通しが悪い等を例示していたところ、このような箇所に加え、
• 見通しのよい道路や幹線道路の抜け道となっている道路など車の速度が上がりやすい箇所や大型車の進入が多い箇所
• 過去に事故に至らなくてもヒヤリハット事例があった箇所
• 保護者、見守り活動者、地域住民等から市町村への改善要請があった箇所

等の観点も踏まえ、危険箇所をリストアップし、合同点検及び対策必要箇所の抽出を令和３年９月末までを目途に実施。

（２）合同点検で抽出した対策必要箇所の対策案の検討・作成
○ (1)で抽出した対策必要箇所について、令和３年10月末までを目途に対策案を検討・作成。

○ 速度規制や登下校時間帯に限った車両通行止め、通学路の変更、スクールガード等による登下校時の見守り活動の実施等
によるソフト面での対策に加え、歩道やガードレール、信号機、横断歩道等の交通安全施設等の整備等によるハード面での対
策を適切に組み合わせるなど、地域の実情に対応した、効果的な対策を検討し、可能なものから速やかに実施。

（３）子供の安全な通行を確保するための道路交通環境の整備の推進
○ 歩道の設置・拡充、歩行者と自動車・自転車の利用空間の分離、ガードレール等の防護柵などの交通安全施設等の整備、無

電柱化、踏切対策など、子供の視点に立った交通安全対策を推進。

○ 信号機の歩車分離化、信号灯器のＬＥＤ化、横断歩道の設置・更新、路側帯の設置・拡幅、標識の高輝度化等を行うなど、子
供の安全な通行空間を確保するための交通安全施設等の整備。

○ ゾーン30※1をはじめとする低速度規制を的確に実施するとともに、効果的にハンプ等の物理的デバイスの設置を進め、通学
路等における速度抑制・通過交通の進入抑制対策を推進。

○ スクールゾーンを設定するほか、登下校時間帯に限った車両通行止めをはじめとする各種交通規制を的確に実施するとともに
、当該規制の実効性を確保するため、登下校時間帯に重点を置いた、交通事故抑止に資する交通指導取締りを推進。

※1区域を設定して最高速度30Km/hの区域内における速度を規制するとともに、ハンプや狭さくといった物理的デバイスの設置による生活道路対策を推進するもの。
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２）小学校モデル地域について （２）静岡県内における「モデル地域」の状況
・令和7年3月に「通学路における交通安全の取組を推進するため、⼩学校等周辺において⾯的な交通安全対策を促進する「モデル地域※」」を全国で65地区選定。
※関係者が連携して課題分析や対策検討、地域との合意形成を進め、「ゾーン30 プラス」の導⼊などによる通学路の⾯的な交通安全の実現を目指す地域。

・静岡県内では「静岡市清水区桜が丘」と「浜松市中央区初⽣町」の2地域が該当。「浜松市中央区初⽣町」は令和7年度にゾーン30プラスに策定。
・令和8年度の事業化の目標に向けて、進捗・連携状況等の確認を実施。

■小学校等周辺の「モデル地域」に関する通達

令和８年度以降のスケジュール検討進捗状況地域名事業主体市町村No

・自治会、学校、交通管理者と問題点を共有
するとともに、対策箇所を検討し、整備計画
を策定する

・令和7年度 病院移転後の現況データ分析を
実施（事故・急減速・速度・台数・抜け道）

清水区桜が丘政令市静岡市1

・対策の効果検証を実施予定・令和6年度 現況データ分析を実施（事故・
急減速・速度・台数・抜け道）

・令和7年9月ゾーン30プラスに策定

・令和8年1月対策完了

・令和8年3月に関係者と現地確認会を実施

中央区初生町政令市浜松市2

■静岡県内における「モデル地域」
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２）小学校モデル地域について （３）モデル地域の概要

2-21

No.1 静岡市清水区 桜が丘地区



１．「モデル地域」とは
（一部抜粋）

【目的】
通学路の交通安全対策（生活道路の交通安全対策ではない）

【整備過程】
「ゾーン30プラス」の導入
・最高速度30㎞/hの区域規制
・ハンプ等物理的デバイス

【整備方針】

・道路管理者で分析後、地区内の自治会、学校、交通管理者（
警察）等と立会→問題点の共有とともに対策箇所を検討

【情報支援】

・国土交通省（静岡国道事務所）より、車両の速度や台数等を
集積したデータ提供
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２．「モデル地域」の特性

桜ヶ丘病院

（移転）

2-23



３．「モデル地域」での取組フロー

桜ヶ丘病院移転後
のデータを申請中
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４．情報支援データ（事故）

2-25



５．情報支援データ（急減速）

2-26



６．情報支援データ（プローブ台数）

2-27



７．情報支援データ（平均速度）

対策（案）：ハンプ等ではなく物理的デバイスの整備

2-28



８．情報支援データ（30㎞/h超過割合）

対策（案）：「狭さく」や「ボラード」等の整備
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９．情報支援データ（抜け道利用台数）

2-30



10．情報支援データ（抜け道利用割合）

対策（案）：出入口に「狭さく」や「ポストコーン」等の整備

整備例（出入口狭さく）
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11．今後の進め方

【事業展開】
桜ヶ丘病院が移転したため、再度、静岡国道事務所へ「ETC2.0プローブデータ」を申

請中。最新のデータ受理後、現状でのデータ分析を行う

【整備方針】
地区内の自治会、学校、交通管理者（警察）等と立会
→問題点の共有とともに対策箇所を検討

【対策内容】

対策箇所の検討後、各関係機関との合意形成が整い次第、具体的な整備に向けて
の設計委託に必要な予算要求を進めていく
→対策内容により、地区内連携や交付金適用を検討

2-32



令和８年度 静岡県道路交通環境安全推進連絡会議

２）小学校モデル地域について （３）モデル地域の概要
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No.2 浜松市中央区 初生町地区
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３）ゾーン30プラスについて （１）ゾーン30プラスの取り組み

2-34

各地区の取り組みの詳細は国土交通省ホームページにて公開しています。
https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_001948.html
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３）ゾーン30プラスについて （１）ゾーン30プラスの取り組み
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３）ゾーン30プラスについて （１）ゾーン30プラスの取り組み
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国土交通省 ETC2.0施策活用より
https://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/etc2/pdf/11.pdf
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・令和7年度末時点の県内のゾーン30プラス策定箇所は17地区。（令和8年4月1⽇時点） 浜松市では令和8年度に6エリアを新たに策定予定。
・令和8年度は新たに2地区で対策を予定、また昨年度に対策を実施した2地区に対して対策の効果検証を⾏うとともに、新たなエリアの設定に向け検討を推進。
■静岡県内のゾーン30プラス策定地区

2-37

３）ゾーン30プラスについて （２）静岡県におけるゾーン30プラス

清水区 鶴舞町地区

中央区 野口・八幡町地区

中央区 船越町地区

駿河区 中田地区

清水区 入江東地区

湖西市

浜松市

磐田市

袋井市

掛川市

菊川市

島田市
藤枝市

静岡市

富士宮市

富士市

函南町

伊豆の
国市

伊豆市

裾野市

御殿場市

三島市沼津市

伊東市

松崎町
下田市吉田町

森町

焼津市

御前崎市

牧之原市

川根本町

小山町

長泉町

清水町
熱海市

東伊豆町西伊豆町

南伊豆町

河津町

担当効果検証整備年度策定年度地区名自治体No.

沼国R5R4R3花園町沼津市1

静国

R5R3R3清水区 鶴舞町
（⼊江⻄）静岡市2

R5R4R4清水区 ⼊江東静岡市3

R6R5R4駿河区 中田静岡市4
R9

（予定）
R8

（予定）R6岡部町三輪藤枝市5

浜国

R5R4R4中央区 野口・⼋幡町浜松市6

R5R4R4中央区 船越町浜松市7

R5R5R4大泉町磐田市8

R6R5R5中央区 ⻑上浜松市9

R6R5R5中央区 飯田町浜松市10

R6R6R5池新田御前崎市11
R11

（予定）
R11

（予定）R5森・天宮森町12

R7R6R6中央区 豊岡・三方原浜松市13
R8

（予定）R7R7中央区 初⽣浜松市14
R8

（予定）R7R7浜名区 新原浜松市15
R9

（予定）
R8

（予定）R7中央区 三方原町浜松市16
R9

（予定）
R8

（予定）R7中央区 白脇浜松市17
R9

（予定）
R8

（予定）
R8

（予定）中央区 富塚浜松市18
R9

（予定）
R8

（予定）
R8

（予定）中央区 曳馬浜松市19
R9

（予定）
R8

（予定）
R8

（予定）中央区 江⻄浜松市20
R9

（予定）
R8

（予定）
R8

（予定）浜名区 引佐町井伊谷浜松市21
R9

（予定）
R8

（予定）
R8

（予定）
中央区 和合一丁目・

泉一丁目浜松市22
R9

（予定）
R8

（予定）
R8

（予定）中央区 中郡町浜松市23

中央区 飯田町地区

中央区 長上地区

御前崎市 池新田地区

森町 森・天宮地区 岡部町三輪地区

中央区 初生地区

中央区 豊岡・三方原地区

中央区 三方原町地区

中央区 白脇地区

令和8年度効果検証を予定

令和8年度対策実施を予定

令和8年度新規策定を予定

浜名区 引佐町井伊谷地区

中央区 和合一丁目・
泉一丁目地区

中央区 富塚地区

中央区 中郡町地区

磐田市 大泉町地区

浜名区 新原地区

中央区 曳馬地区

中央区 江西地区

沼津市 花園町地区

ゾーン30プラス策定エリア

：令和６年度以前策定

：令和７年度策定

：令和８年度策定予定
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３）ゾーン30プラスについて （３）整備による効果検証結果 ①沼津市花園町（R5.3対策完了）
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３）ゾーン30プラスについて （３）整備による効果検証結果 ②静岡市中田地区（R5.12対策完了）
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・国⼟交通省事務所では、⾃治体のゾーン30プラス策定に向けた支援として、ETC2.0プローブデータ等を活用した交通分析支援を実施している。
・⾃治体から要望を受けた地区に対し、「事故発⽣箇所の傾向」や「急減速発⽣の集中箇所」等について、下記の例に⽰す分析項目に基づく分析を実施している。

2-40

３）ゾーン30プラスについて （４）国⼟交通省事務所による交通分析⽀援の例

分析項目⽀援内容分析実施地区分析⽀援
・事故
・急減速
・プローブ台数
・平均速度
・30km/h超過割合
・85パーセンタイル速度
・抜け道利用台数
・抜け道利用割合

ゾーン30プラス策定に向けて検討中清水区 桜が丘地区静岡市

現況交通分析

・平均速度
・プローブ台数
・85パーセンタイル速度

ゾーン30プラス策定に向けて検討中葵区 ⻑沼地区静岡市

・平均速度
・プローブ台数
・85パーセンタイル速度

通学路対策の検討の支援駒形⼩学校地区静岡市

通学路危険箇所の現況分析

通学路対策の検討の支援井宮北⼩学校地区静岡市
通学路対策の検討の支援賤機南⼩学校地区静岡市
通学路対策の検討の支援大河内⼩・中学校地区静岡市
通学路対策の検討の支援南中学校地区静岡市
通学路対策の検討の支援清水興津⼩学校地区静岡市
通学路対策の検討の支援清水庵原中学校地区静岡市

■分析支援実施エリア

■静岡市清水区 桜が丘地区での現況交通分析結果

（例︓静岡国道事務所での令和7年度の支援内容）
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３）ゾーン30プラスについて （５）参考︓県内自治体の⼈⼝当たり死傷事故件数の整理

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

浜松市

清水町

磐田市

沼津市

袋井市

焼津市

静岡県平均

掛川市

富士市

静岡市

河津町

富士宮市

藤枝市

島田市

⻑泉町

熱海市

函南町

三島市

伊豆の国市

裾野市

吉田町

伊東市

御殿場市

菊川市

湖⻄市

牧之原市

伊豆市

下田市

東伊豆町

森町

御前崎市

小山町

川根本町

⻄伊豆町

南伊豆町

松崎町

生活道路

幹線道路（直轄）

幹線道路（非直轄）

■生活道路
■幹線道路（直轄）
■幹線道路（非直轄）

■ 県内自治体の人口当たり死傷事故件数

10万人当たり死傷事故件数降順
計幹線道路

（非直轄）
幹線道路
（直轄）生活道路

2,499.91,131.1121.51,247.2浜松市
2,349.4690.6507.71,151.1清水町
2,249.3915.6163.21,170.6磐田市
2,172.3824.2455.2892.9沼津市
2,096.4756.9264.01,075.5袋井市
2,045.4926.60.01,118.8焼津市
1,978.3851.3219.2907.8静岡県平均
1,941.6851.6258.4831.6掛川市
1,939.8655.7195.61,088.5富士市
1,919.3766.1351.0802.1静岡市
1,863.21,280.90.0582.2河津町
1,836.0683.0348.9804.0富士宮市
1,816.2826.4161.3828.5藤枝市
1,754.1834.7276.9642.5島田市
1,716.8380.7385.4950.7⻑泉町
1,692.61,090.40.0602.2熱海市
1,685.11,002.973.4608.8函南町
1,632.0639.2353.5639.2三島市
1,621.71,072.60.0549.1伊豆の国市
1,551.7477.3412.5661.9裾野市
1,528.4795.30.0733.1吉田町
1,516.2991.00.0525.3伊東市
1,510.1501.1391.4617.7御殿場市
1,460.6749.10.0711.5菊川市
1,395.9640.9195.2559.7湖⻄市
1,331.0866.60.0464.3牧之原市
1,312.51,018.156.8237.7伊豆市
1,298.1911.70.0386.5下田市
1,270.91,070.70.0200.2東伊豆町
1,208.7756.10.0452.5森町
1,151.0604.40.0546.6御前崎市
1,034.0344.7382.4307.0小山町
999.0918.50.080.6川根本町
803.9719.30.084.6⻄伊豆町
685.5457.00.0228.5南伊豆町
679.0563.10.0115.9松崎町

（R2〜R5事故データ 件/4年/10万⼈） 静岡県平均
人口当たりの

生活道路事故件数

静岡県平均
人口当たりの
死傷事故件数

人口当たりの
生活道路事故件数
が静岡県平均以上
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0 5,000 10,000 15,000 20,000

浜松市

静岡市

富士市

沼津市

磐田市

焼津市

藤枝市

富士宮市

掛川市

袋井市

三島市

島田市

御殿場市

伊東市

湖⻄市

裾野市

伊豆の国市

清水町

⻑泉町

菊川市

函南町

熱海市

牧之原市

吉田町

伊豆市

御前崎市

下田市

森町

小山町

東伊豆町

河津町

川根本町

⻄伊豆町

南伊豆町

松崎町

生活道路
幹線道路（直轄）
幹線道路（非直轄）

■生活道路
■幹線道路（直轄）
■幹線道路（非直轄）

死傷事故件数降順
計幹線道路

（非直轄）
幹線道路
（直轄）生活道路

19,7678,9449619,862浜松市
13,3085,3122,4345,562静岡市
4,7601,6094802,671富士市
4,1141,5618621,691沼津市
3,7491,5262721,951磐田市
2,7991,26801,531焼津市
2,5671,1682281,171藤枝市
2,3528754471,030富士宮市
2,232979297956掛川市
1,842665232945袋井市
1,759689381689三島市
1,679799265615島田市
1,308434339535御殿場市
9936490344伊東市
808371113324湖⻄市
790243210337裾野市
7595020257伊豆の国市
745219161365清水町
744165167412⻑泉町
6983580340菊川市
62036927224函南町
5793730206熱海市
5793770202牧之原市
4422300212吉田町
3702871667伊豆市
3581880170御前崎市
262184078下田市
211132079森町
192647157小山町
146123023東伊豆町
12888040河津町
625705川根本町
575106⻄伊豆町
5436018南伊豆町
413407松崎町

（R2〜R5事故データ 件/4年）
■ 県内自治体の死傷事故件数

・静岡県内⾃治体の「死傷事故件数」は、政令指定都市である静岡市および浜松市において多い傾向が⾒られる。
・⼀方で「⼈口当たりの死傷事故件数」で⽐較すると、市町間で大きな差は⾒られない。
・静岡市や浜松市に限らず、県内各市町においてもゾーン30プラス等の交通安全対策の導⼊・推進を図り、交通事故の抑制に取り組んでいただきたい。

使⽤データ︓死傷事故件数（R2〜R5） ・ 市町村⼈⼝（R2国勢調査）

政令指定都市である
静岡市・浜松市での
死傷事故件数が多い
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４）ETC2.0プローブデータのオープン化に向けた試⾏について
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・国⼟交通省では地方公共団体等へのETC2.0プローブデータ貸与を通じ、データ利活用時の課題や改善点を把握するオープン化試⾏を実施しています。
・渋滞、交通安全、観光、防災などの分野で、地域の交通実態をデータに基づき把握・分析できます。
・データ活用による地域課題の解決に向け、ぜひ本試⾏への参加をご検討ください。 （活用経験のない⾃治体も応募可能です。）




